
諮問した素案 事務局による修正案

基本政策１　誰もが幸せを感じるまち【福祉健康】 基本政策１　みんなにやさしく誰もが幸せを感じるまち【福祉健康】

　未来の新座市を、誰もが幸せを感じて暮らすことができるま
ちにするためには、一人一人が自分を大切にしながら、互いを
理解して、共に支え合う社会づくりを進めていくことが大切で
す。
　このため、いつまでも住み慣れた場所において健康で安心し

て暮らすことができるよう、地域で互いに協力して支え合うた
めの仕組みづくりを推進します。
　
　また、安心して子どもを産み、成長の喜びを実感しながら子
育てができる環境の整備や支援の充実のための取組を推進しま
す。
　さらに、誰もが生涯にわたってその人らしくいられるよう、

それぞれに適した支援の充実を図るとともに、社会保障制度の
適正な運用を推進します。

　未来の新座市を、誰もが幸せを感じて暮らすことができるま
ちにするためには、一人一人が自分を大切にしながら、互いを
理解して、共に支え合う社会づくりを進めていくことが大切で
す。
　このため、いつまでも住み慣れた場所で安心して暮らすこと
ができるよう、地域で互いに協力して支え合うための仕組みづ
くりを推進します。
　また、安心して子どもを産み、成長の喜びを実感しながら子
育てができる環境の整備や支援の充実のための取組を推進しま
す。
　さらに、誰もが生涯にわたっていきいきと自分らしくいられ

るよう、それぞれに適した支援の充実を図るとともに、社会保
障制度の適正な運用を推進します。

【基本政策推進のための施策領域】
○子育て支援　○高齢者福祉　○障がい者福祉　○生活困窮者支援
○健康づくり・保健衛生　○国民健康保険　○地域福祉

【基本政策推進のための施策領域】
○子育て支援　○高齢者福祉　○障がい者福祉　○生活困窮者支援
○健康づくり・保健衛生　○国民健康保険　○地域福祉

委員からの意見 事務局の考え方
【意見①】
　「誰もが幸せを感じるまち」という文言があらゆることを包含するものと
捉えられるが、内容としては福祉健康分野についての政策となっている。そ
のため、「誰もが幸せを感じるまち」という項目名と内容が直接つながらな
いものと考える。

【基本政策Ⅰの内容を修正①】
　頂いた御意見を踏まえ、基本政策１が福祉健康分野についての政策だと分
かりやすくなるよう、基本政策の名称の冒頭に「みんなにやさしく」を加
え、共に支え合う福祉の色合いを強める形で修正したいと考えております。

【意見②】
　説明本文について、２段落目の「健康で安心して暮らすことができるよ
う、地域で互いに協力して支え合うための仕組みづくりを推進します。」と
の記載があるが、地域で互いに協力して支え合うための仕組みづくりが、健
康で安心した暮らしに直接つながるものではないと考える。

【基本政策Ⅰの内容を修正②】
　頂いた御意見を踏まえ、第２段落の文章は、施策領域の「地域福祉」のみ
の説明文としたいことから、「において健康」という文言を削除したいと考
えております。
　また、施策領域の「健康づくり・保健衛生」の説明については、第４段落
の取組の目的を説明する部分に「いきいきと」を加え、「それぞれに適した
支援の充実」の中に、当該施策領域の説明を含ませたいと考えております。

【意見③】
　また、４段落目の「その人らしく」との文言は「自分らしく」と同じ意味
と捉えているが、読み手に伝わりづらいと思う。

【基本政策Ⅰの内容を修正③】
　基本政策１では、一人一人が自分を大切にしながら、互いを理解して、共
に支え合う社会づくりを推進することを掲げております。
　頂いた御意見のとおり、４段落目の「その人らしく」は「自分らしく」と
同じ意味で使用していますので、１段落目の「自分」という文言に合わせて
「自分らしく」という文言に修正したいと考えております。

　　　　基本政策１　誰もが幸せを感じるまち【福祉健康】の修正について

【意見②】
を踏まえ修正

【意見②】
を踏まえ削除

資料１

【意見①】
を踏まえ修正

【意見③】
を踏まえ修正



各施策領域の修正について
１　子育て支援（意見なし）

２　高齢者福祉
委員からの意見 事務局の考え方

【意見④】
　「高齢者が健康で生きがいを持って暮らせるよう」の「暮らせるよう」の
前に「自立して」を加えたらどうか。現在、高齢者への自立支援を充実させ
ようとする流れではないか。

【素案のとおり】
　全ての高齢者が必ずしも自立して生活できるものではないと考え、素案の
とおりとします。

【意見⑤】
　高齢者は、ＩＴに疎い傾向にある。高齢者に子どもがいれば、その部分も
サポートしてもらえると思うが、全ての高齢者がサポートしてもらえる環境
にはないと思う。そういったＩＴ分野のサポートという視点の記載がないよ
うに思う。コロナ禍でＩＴが更に発展していく中で、ＩＴ分野に遅れを取る
高齢者へのサポートについての記載があると良い。

【基本計画等の策定に当たっての参考】
　頂いた御意見は、基本構想ではなく、基本計画等の策定に当たって参考と

させていただきます。

３　障がい者福祉
委員からの意見 事務局の考え方

【意見⑥】
　平成１７年に「共に暮らすための新座市障がい者基本条例」が制定され、
障がい者の方もとても暮らしやすくなったように思う。「自立や社会参加に
向けた支援」とあるが、障がいにも重度の方もいれば、軽度の方もおり、年
齢を重ねていくと、施策領域「高齢者福祉」と同様に、「住み慣れた地域で
安心して暮らせるよう包括的なケア体制の充実を図ります。」というような
視点が、施策領域「障がい者福祉」にも必要だと感じる。
　自立や社会参加ができる人は良いが、重度の障がいを持つ方は自立や社会
参加が難しく、ただ一方で、これらが必ず求められてしまうことを危惧し、
提案した。また、地域で安心して暮らせることは大事なことであり、自身の
障がいの程度を分かってくれている方が周りにいることが安心な暮らしにつ
ながっていくものと思う。

【素案のとおり】
　福祉分野における「自立」という言葉に含まれる意味としましては、生活

面、経済面での独り立ちというものではなく、「自己決定に基づいて主体的
な生活を営むこと」や、「障がいを持っていてもその能力を活用して社会活
動に参加すること」の意味として用いられているものです。
　このことは、この度の御意見の趣旨であると捉え、既に意味合いとして含
まれているものと考えられますので、素案のとおりとしたいと考えておりま
す。

４　生活困窮者支援
諮問した素案 事務局による修正案

　生活困窮者が抱える様々な課題に対応できるよう、包括的な

相談体制の充実に努めます。また、生活の安定と自立の促進に
向け、状態に応じて必要な支援を行います。

　生活に困っている方が抱える様々な課題に対応できるよう、

包括的な相談体制の充実に努めます。また、生活の安定と自立
の促進に向け、状態に応じて必要な支援を行います。

委員からの意見 事務局の考え方
【意見⑦】
　施策領域名の「生活困窮者支援」は、施策用語として使用してよいと考え
るが、基本方針の中に「生活困窮者」を使用してしまうことは、高齢者、子
どもというように分類できる人達ではなく、生活のあるステージの一段階に
おいて、生活が困難な状況にある者を指すものであるため、できるだけ避け
た方が良いのではないか。
　したがって、主語の「生活困窮者が」を「様々な要因から生活に困窮され
ている方」というような表現に変えた方が良いのではないか。

【意見⑧】
　主語の「生活困窮者が」という表現に多少の引っ掛かりはある。特に新型
コロナウイルスにより普通に生活していた者が一時的に生活に困窮されてし
まう状況になっている場合がある。その部分の表現を工夫した方が良い。

【基本方針の内容を修正】
　「生活困窮」という言葉は、「生活困窮者自立支援法」という法律名があ
るため、施策領域名としては使用することは問題ないと考えております。
　基本方針については、主語を「生活困窮者」から「生活に困っている方」
に変え、読み手にとってやわらかい表現になるよう修正したいと考えており
ます。

【意見⑧】
を踏まえ修正



５　健康づくり・保健衛生
諮問した素案 事務局による修正案

　市民が健康で安心して暮らせるよう、普及啓発等により健康
管理意識を高め、地域における健康増進活動を支援するととも

に、健康相談や検（健）診、保健事業の充実を図ります。

　市民が心身ともに健康で安心して暮らせるよう、普及啓発等

により健康管理意識を高め、地域での健康づくりのための取組
を支援するとともに、検（健）診等の保健予防事業を推進しま
す。

委員からの意見 事務局の考え方
【意見⑨】
　「健康」という言葉が多く、硬い印象があるため、表現を工夫できるか。

【基本方針の内容を修正】
　「における健康増進活動」を「での健康づくりのための取組」に修正する
こととして考えております。
　また、「相談や検（健）診、保健事業の充実を図ります。」を「検（健）
診等の保健予防事業を推進します。」に修正することとして考えておりま
す。

【意見⑩】
　今般新型コロナウイルスが大きな問題となっている。新型コロナウイルス
は福祉健康に関する問題であり、基本計画の検討資料にも記載されていない
ことに違和感がある。先程高齢者のオンライン対応に関する意見が出たが、
「ウィズコロナ社会でも安心して暮らせる」などの言葉は必要ではないか。
今の社会情勢から考えておかしいのではないか。

【素案のとおり】
　新型コロナウイルスに関する影響については、市を取り巻く社会状況を踏
まえ、重要課題の一つとして捉えております（第１編第２章第６節）。
　基本構想では、こうした課題を受けて三つの基本方向を整理しており、新
型コロナウイルスに関する影響についても、基本政策において直接的な記載
はございませんが、策定に当たっての根底にあるものとして考えておりま
す。
　そのため、基本方針に記載せず、素案のとおりとします。

【意見⑪】
　大学では、２年位オンライン授業が続いている。健康づくり・保健衛生の
内容は、身体の健康に関する記載はあるが、心の健康に関する記載がないと
思う。オンライン授業により孤独を感じる学生もおり、心の健康を高める記
載も必要であると思う。

【基本方針の内容を修正】
　心の健康に対する取組については、基本計画において記載しているところ
です。
　一方で、御意見のとおり、基本方針からは心の健康に関する取組が読み取
れないため、１行目の「健康で安心して暮らせるよう」の前に「心身とも
に」を加えることとして修正したいと考えております。

６　国民健康保険・国民年金（意見なし）

７　地域福祉
委員からの意見 事務局の考え方

【意見⑫】
　地域福祉に関連する地域福祉推進協議会と生活支援体制整備事業における
協議体の二つの団体が存在するが、非常に類似した団体であり、似たような
活動をしている。こういった問題について、今後どうするのかという課題が
ある。

【基本計画等の策定に当たっての参考】
　頂いた御意見は、基本構想ではなく、基本計画等の策定に当たって参考と
させていただきます。

８　基本計画の検討資料全体
委員からの意見 事務局の考え方

【意見⑬】
　総じてポイントは押さえられているという印象である。福祉健康分野は、
国家や地域が成立するための大きな施策である。新座市の福祉健康施策が他
の自治体と比較してどういうところが共通していて、どういう部分が違うの
かを記載してほしい。新座はどういった特徴があるのか。新型コロナウイル
スの視点もそうだが人の生命や安全の施策は今後も関わってくる。感染症対
策の問題は今後も出てくる。そういう意味で「新座の福祉って何なの」とい
うことを記載しておいた方が良い。

【基本計画等の策定に当たっての参考】
　頂いた御意見は、基本構想ではなく、基本計画等の策定に当たって参考と
させていただきます。

【意見⑭】
「地域＝町内会」という印象があるため、色々な事業に町内会が関わると町
内会の負担が重くなると感じる。

【基本計画等の策定に当たっての参考】
　頂いた御意見は、基本構想ではなく、基本計画等の策定に当たって参考と
させていただきます。

【意見⑪】
を踏まえ修正

【意見⑨】
を踏まえ修正

【意見⑨】
を踏まえ修正


